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1 初め に (起業 へ の プロ セス ) 
皆さん の ビジ ネス アイ ディ ア は 、 事 業 と し て 実際 に ビジ ネス の 場 で “モノ "に 
な る の で し ょ うか 。 また 、“ モ ノノ” に な る も の へ と 磨き 上 げ る た め に は ほ は 、 ど の よう に 
孝 :※4KEKOO で も まう が 。 
この 章 で は 、 ビ ジネス アイ ディ ア の 事業 性 を 分 析 す る た め に 必要 な 基本 
的 な 知識 、 フ レー ム ワ ー ク (枠組 み ) に つい て 、 述 べ て いき た いと 思 いま す 。 
アン トレ プレ ナー シッ プ (Bntrepreneurship) と いわ れる 起業 に 関す る 学術 
領域 に お いて 、 起 業 の プロ セス は 、 
「① 起 業 機会 の 存在 」 
「② 起 業 機会 の 発見 」 
「③ 起 業 の 意思 決定 」 
「④ 資 源 獲 得 」 
「⑤ 起 業 戦略 」 
「⑥ 組 織 化 プロ セス 」 
「⑦ 成 果 」 
と いう 流 れ で 捉え る 事 が 出来 る と され て いま す 「。 
起業 の た め の 機 会 、 ビ ジネス チャ ンス の 存在 が あり 、 起 業 家 、 ア ント レプ レ 
ナー が 、 そ の 存在 を 発見 し ます 。 起 業 家 は 、 こ うし た 起業 機会 を 機敏 に 提 
えて 、 新 た な ビジ ネス を 立ち 上 げ 、 ヒ ト ・ モ ノ ・ カ ネ と いわ れる 経営 資源 を 調 
達し 、 新 た な ビジ ネス の 戦略 を 練り 、 組 織 を 作り 、 最 終 的 に 、 事 業 と し て 成 
果 を 収める と いう プロ セス で 進む と いう 流れ が 、 起 業 の 一 般 的 な プロ セス で 


O 


この うち 、①、② に つい て は 何ら か の 考え が あっ た と し て も 、 な か な か め ⑨③ に 進 
め な い 方 が 多い の で は な いで し ょ うか 。「 ひよ っ と し て 、 こ れ は ビジ ネス に で きる 
ん じゃ な いか な 」 と 思っ て も 、 実 際 に 「 や っ て みよ う 」 と いう 段階 で 中 鷺 し て し 
まい ます 。 それ は 、 実 際 に 事業 と し て 成功 で きる と いう 自身 が 持て な いこ と に 
原因 が あり ます 。 

第 3 の ステ ッ プ で ある 「③ 起 業 の 意思 決定 」 に 、 自 信 を 持っ て 進む こと が 
で きる た め に は 、 自 ら が 考え る ビジ ネス アイ ディ ア を 十分 に 分 析 し 、 自 ら が た 
非 起業 し た い 、 あ る い は 、 や る か ら に は 、 最 も 成功 確率 の 高い 、 事 業 性 の 
高い と 思わ れる ビジ ネス アイ ディ ア を きち っ と 選び 抜き 、 さ ら に 、 そ れ を ブラ ッ 


IM 


、 Shane Scott(2003) A General Theory Of Entrepreneurship: The 
Individual-opportunity Nexus, MA: Edward Elgar Publishing Inc. 
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シュ アッ ププ (磨き 上 げ る ) する 必 要 が あり ます 。 


前 剖 ま で の ビジ ネス アイ ディ ア 発 想法 で 学ん だ こと を 踏ま えて 、 本 章 で は 、 
実際 の 起業 に つなげ る こと が で きる 事業 性 の 高い ビジ ネス アイ ディ ア を 、 い 
か に 選び 抜き 、 い か に ブラ ッシュ アッ プ す る か に つい て 、 必 要 な 基本 的 知 


を 述 べ て いき ます 。 


識 


本 章 の 構成 は 、 以 下 の 通り で す 。 ま ず 、 ビ ジネス アイ ディ ア の 事業 性 分 
析 の 視点 に つい て 、 説 明 し ます 。 次 に 、 ビ ジネス アイ ディ ア の 事業 性 に 関す 
る 視点 、 す な わ ち 、「 外 部 環境 」「 業 界 」、 さ ら に 、「 経 営 資源 」 の 3 つの 視 
点 か ら 分 析 する た め の 基 本 的 知識 、 フ レー ム ワ ー ク に つい て 紹介 し ます 。 最 
後 に 、 こ うし た 「 外 部 環境 」「 業 界 」「 経 営 資源 」 の 個別 の 分 析 を も と に 、 
それ ぞ れ の ビジ ネス アイ ディ ア が 、 ど の 程度 事業 性 が ある の か を 、 総 合 的 に 


評価 する 手法 に つい て 説明 し ます 。 


2 事業 性 分 析 の 視点 
「 天 時 不 如 地 利 、 地 利 不 如 人 和 」。 


中 国 の 備 学者 の 重子 の 言葉 と され て いま す 。 戦 に お いて は 、「 天 の も た 


ら す 運 は 、 地 の 有利 さ に は 及ば な い 。 地 の 有利 さ は 、 人 の 和 に は 及ば な 


い 。」 と の 意 味 だ そう で す 。 

古 の 戦 に 限ら ちら ず 、 ベ ンチ ャ ー を 起業 する に あたっ て 、 こ の 
“人 “と いう 視点 は 、 皆 さん の ビジ ネス アイ ディ ア を 評価 する に 
分 に 使え る 視点 で す 。 


パ 天 本 “ 地 33 と 


当 た っ て も 充 


ベン チャ ーー 企業 に お いて 、「 天 の 時 」 と は 、 皆 さん が 起業 し よう と し て いる 
ビジ ネス を 取り 巻く 「 外 部 環境 」、「 地 の 利 」 と は 、 皆 さん が 、 起 業 し よう と し 
て いる ビジ ネス と 同じ 土 選 で 競争 する 「 業 界 」、「 人 の 和 」 と は 、 皆 さん の 有 


する ヒト ・ モ ノ ・ カ ネ と いっ た 「 経 営 資源 」 の こと で す 。 


新 し く ビ ジネス を 立ち 上 げ よ うと する 起業 家 に と っ て は 、「 人 の 和 」 の み で 
は 、 成 功 は 、 確 か な も の と は いえ ませ ん 。 起 業 家 の 皆さん が 、「 天 の 時 」「 地 
の 利 」「 人 の 和 」、 す な わ ち 、「 外 部 環境 」「 業 界 」「 経 営 資源 」 の それ ぞ 
れ の 視点 か ら 、 新 し い ビ ジネス の アイ ディ ア と し て 温め て いる 何 十 、 何 百 と い 


う ア イデ ィ ア を 、 き ちっ と 分 析 し 、 最 も 成功 確率 の 高い 、 事 業 司 


E の 高 い 、 


ご づ 


E た 
か 、 7 し ヽ 


是非 、 起 業 し て みた い 、 と 思え る ビジ ネス アイ ディ ア を 選び 抜き 、 ブ ラッ シュ ア 


ッ プ する 必要 が あり ます 。 


以下 で は 、「 外 部 環境 - 天 の 時 -」「 業 界 - 地 の 利 -」「 経 営 資源 - 人 の 
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和 一 」 の それ ぞ れ に つい て 、 ど の よう に 分 析 を 行う の か 、 そ の 基本 的 な 知識 、 
フレ ー ム ワー ク を 述べ て いき た いと 思い ます 。 


3 外部 環境 一 「 天 の 時 」 は 、 皆 さん に 味方 し て いま すか ? 一 

皆さん の ビジ ネス アイ ディ ア は 、 ま ず 、「 天 の 時 」 が 、 味 放し て くれ る 必要 
が あり ます 。「 外 部 環境 一 天 の 時 一 」 が 、 な ぜ 重 要 な の で し ょ うか 。 例 えば 、 
世界 的 に 環境 問題 に 関す る 意識 が 高まり を 見 せ て いる 中 で 、 ガ ソリ ン を 多 
量 に 使っ て 走る 大 型 乗 用 車 は 、 今 後 、 売 れる で し ょ うか 。 

SO 上 O 人 ES 千 人 ほ 、NO で ッッ プス ルリ 2 の の E 池 ルル モ デ グ デー グズ 
(General Motors Corporation) は 、2009 年 、 ア メリ カ の 連邦 倒産 法 の : 
用 を 申請 し 、 破 綻 し まし た 。 そ の 主要 な 原因 の 1 つ は 、 燃 費 の 良い 小型 
な ど 環 境 対 応 車 へ の 遅れ と いわ れ て いま す 。 創 業 か ら 100 年 以上 続い た 
巨大 自動 車 メ ー カ ー も 、「 天 の 時 」 に 耳 を 傾け な か っ た が た め に 、 破 綻 す る 
だ な まし た 。 

「 外 部 環境 一 天 の 時 一 」 に つい て は 、 経 済 、 技 術 、 自 然 、 政 治 、 社 会 
等 、 様 々 な 要素 が あり ます 。 

ポー スト リア テ の 著名 な 経営 学者 で ある ビー ター* ャ ドラッカー(Peter 
Drucker)y は 、 イ ノ ベ ー シ ョ ン の 機会 、 す な わ ち 、 起 業 の 機会 と し て 、7 つの 源 
泉 が ある 、 と 述 べ て いま す *。 ド ラッ カー の 指摘 する 7 つの イノ ベー ショ ン の 源 
泉 と は 、 

「① 予 期 せ ぬ 成 功 と 失敗 を 利用 する 」 

「 ギャップ を 探 す 」 

9 肝 ー グ を 見 つり る 」 

「④ 産 業 構造 の 変化 を 知る 」 

「⑤⑥ 人 口 構成 の 変化 に 着目 する 」 

「⑥ 認 識 の 変化 を 捉え る 」 

「⑦ 新 し い 知 識 を 活用 する 」 

の 7 で すす 

ドラ ッ カ ー が 指摘 する キー ワー ド 、「 予 期 せ ぬ 成 功 と 失敗 」「 ギ ャ ッ プ 」 


団 同 


^ Drucker Peter F. (198$) Innovation and Entrepreneurship-Practice 
and Principles, New York, N.Y. : Harper 多 Row.( 小 林 宏 博 監 訳 『 イ ノ 
べ - シ ョ ン と 企業 家 精 神 - 実 践 と 原理 』 ダ イヤ モン ド 社 , 1983 年 ) 
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「 ニ ー ズ 」「 産 業 構造 」「 人 口 構成 」「 知 識 」 を 切り 0 口 と すれ ば 、「 外 部 了 様 

境 一 天 の 声 」 に つい て 、 皆 さん の ビジ ネス アイ ディ ア の 事業 性 を 分 析 す る こ 
と が 可能 で す 。( ド ラッ カー の 指摘 に ご 関 忌 ある 放 は 、 逢 非 、 
Drucker(1985) を お 読み くだ さい ) 
経済 、 技 術 、 自 然 、 政 治 、 社 会 。 イ ノ ベ ー シ ョ ン 、 新 た な ビジ ネス の 機会 
ee 天星] を 記 方 きす よる よう に まし ik う 。、 そ 
の 際 は 、 固 定 和 観念 に とら われ ず 、 ゼ ロ ベ ー ス で 分 析 する こと が 必要 で す 。 環 
境 へ の 関心 が 高まり を 見 せる 中 で 、 大 型 車 に 固 款 する と いっ た 自動 車 メ 
カー の 例 は 、 赴 非 避け た いと ころ で す 。 ま た 、 新 聞 、 テ レビ 、 雑 誌 等 、 最 近 
の 経済 、 社 会 動向 を 報じ る メデ ィ ア に 陸 を 傾 ける こと も 、 重 要 で し ょ う 。 

私 が 支援 し て いる 学生 ベン チャ ー の 1 人 は 、 ド ラッ カー の 7 つの 源泉 が 非 
党 : 区 We 回 沈 提供 し て ぐれ る と し て 、Y の キー ワー ド を ^ 人 道しるべ "し 、 目 
分 な り に 分 析 し 、 様 々 な 事業 の 方 向 性 を 検討 し て いる と いい ます 。 

「 外 部 環境 - 天 の 時 一 」 は 、 皆 さん に 味方 し て いま すか ? まず 、 自 ら の 
ビジ ネス アイ ディ ア に つい て 、「 外 部 環境 - 天 の 時 一 」 を まず は 、 分 析 し て み 
たく だき Vo 


4 業界 一 「 地 の 利 」 は 、 あ り ま すか ? 一 

起業 家 の 皆 さん が 、 次 に 検討 すべ き は 、 皆 さん が 、 起 業 し よう と し て いる 
ビジ ネス に つい て 、 同 じ 土 依 で 競争 する 「 業 界 - 地 の 利 -」 の 分 析 で す 。 

「 業 界 - 地 の 利 -」 に つい て は 、 ま ず 、 趣 業 家 の 皆さん の ビジ ネス アイ ディ 

こ お け る 「 業 界 」 の フィ ー ル ド を きち っ と 見 定め る 必要 が あり ます 。 起 業 家 
の 皆さん が 、 当 面 、 対 象 と する 市 場 は 、 グ ロー バル な の か 、 国 内 な の か 、 あ る 
い は 、 関 西 、 京 都市 な の か ? まず は 、 対 象 と する 市 場 を 決め まし ょ う 。 これ 
が 、 第 1 の スゲ デップ と な り ま すず す 。 

第 2 に 、 そ の 市 場 規 模 が 、 ど れ く らい に な る の か を 検討 し まし ょ う 。 ある ベ 
ンチ ャ ー キ ャ ピタ リス ト か ら 、「 あ る 大 学 の 教員 か ら 、 基 非 、 実 現し た い 製 品 
が ある と の こと で 話 を 伺っ た と ころ 、 素 晴らし い 製 品 で あり 、 そ れ を 欲し いと い 
う ニ ー ズ も 確実 に ある 。 た だ 、 そ の 製品 の ニー ズ は 、 高 度 な 研究 機関 の み で 
世界 000 」 と いう 笑い 話 を 聞い た こと が あり ます 。 こ 
れ で は 、 い くら 良い 製品 で も 、 ビ ジネス と し て は 難し く な り ま す 。 

起業 家 の 皆 さん の 起業 し た い ビ ジネス アイ ディ ア は 、 実 際 に どれ くら い の 
市 場 規 模 (マー ケット) が ある の か 。 概 算 で 十分 で す の で 、 知 る こと が 重要 
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3 ye 


や り も し て いな い ビ ジネス の 市 場 規 模 の 見 積もり は 、 難 し 


い ? 」 そ ん な こと は あり ませ ん 。 様 々 な 公 的 な デー タ を も と に 、 そ の 市 場 規 模 
を 見 積もる こと は 、 ち ょ っ と し た コツ が ある だ け で 、 そ ん な に 難し いこ と で は あり 


ませ ん 。 
に 。 


人 、 痢 ら じ の 内 3 


E 衝 り を 対象 と し た ~ な ん で も や コン シン シェル ジェ “ 


を 、 京 都市 で 行い た い 。」 
こん な ビジ ネス アイ ディ ア の 場合 、 ま ず 、 顧 客 と な りう る 京都 市 の 65 歳 以 


上 の 高齢 者 


の 人 口 は 、 市 役所 


の 統計 資料 等 で 入手 する こと が 可能 で す 。 


次 に 、 こ の 方 た ち が 、 毎 月 いく ら な ら “ な ん で も コン シェ ル ジ ェ ” に お 金 を 払っ 


て くれ る の か 。50 人 程度 の お 年 寄り に 、 意 見 を 聞い て 、 平 均 的 な 価格 を 見 


積もり 、 そ の 人 金額 Xx 京 都市 の 65 歳 人 口 X 想 定 シ ェ ア (% ) で 、 お お よそ の 


市 場 規模 を ボトム アッ プ で 見 積もる こと が 出来 る で し ょ う 。 


また 、 別 の 方 法 と し て トッ プ ダ ウン 型 の 見 積もり も 可能 で す 。 イ メー ジ す る 
“な ん で も コン シェ ル ジ ェ "が 、 介 護 に 近い も の で あれ ば 、 全 国 の 介護 事業 の 


全国 の 介 
か ら 探 せ 


市 場 規模 を 、 京 都市 の 人 日 
模 が わか り ま す 。 
護 事 業 の 業界 】 


ググ 全国 の 人 口 を 割 る こと で 、 大 体 の 市 場 規 


井 模 、 全 国 の 人 口 、 等 は 、 国 の 統計 資料 な ど 
ば 、 見 つか り ま す 。 電子 政府 の 総合 窓口 


へ 


(http://www.e-gov.go.jp/) 等 は せ 、 さ ま ざ ま な 分 野 の 調査 統計 が 検索 で 


きる も の で 、 ま さ に 情報 の 宝庫 で す 。 是 非 活用 し まし ょ う 。 


また 、 一 部 上 場 企業 な ど 、 業 界 の トッ プラ ンク の 企業 の IR 情報 も 、 そ の 
業界 を 知る 上 で 、 重 要 な 情報 


況 どなり ます 。 こ こ で も 、 ま すず す 信 「 さ つく り ろ つが 


む 」 と いう 感覚 で 結構 で す の で 、 自 ら の ビジ ネス アイ ディ ア の 業界 の 市 場 規 


模 を 類推 し て み ま し ょ 2 う 。 


次 に 、 そ の 「 業 界 - 地 の 利 -」 の 競争 環境 を つか お む 必 要 が あり ます 。「 業 


界 - 地 の 利 -」 の 競 


# 環 境 分 析 に つい て は 、“5 つ の カ "分 析 と いわ れる 基 


本 的 な フレ ー ム ワー ク が あり ます 。 
それ に よる と 、 業 界 内 で 競争 状態 を 決め る の は 、 基 本 的 に 、 次 の 5 つと さき 


れ て いま す *。 


) Porter Michael E. (1980) 


Competitive Strategy: Techniques for 


Analyzing Industries and Competitors。 New York: N.Y., The Free 


Press( 土 岐 } 


1982 年 ) 


, 中 辻 間 治 , 服 部 賠 夫 訳 『 競 争 の 戦略 』 ダ イヤ モン ド 社 . 


「⑤ 競 争 業者 」 

の 5 つ で 、「 新 規 参 入 業者 」 に つい て は 、 新 規 参 入 の 連 威 、 供 給 業 
者 」 に つい て は 、 売 り 手 の 交 渉 力 、「 買 い 手 」 に つい て は 、 買 い 手 の 交渉 
カ 、「 代 共 品 」 に つい て は 、 代 奉 製 品 ・ サ ービス の 償 威 、「 競 争 業 者 」 に つ 
いて は 、 業 者 間 の 敵対 関係 が 、 重 要 に な る と され て いま す ( 図 2 一 1)。 

例え ば 、「 有 機 食 材 100% の サン ドイ ッ チ 販売 店 」 と いう ビジ ネス アイ ディ 
2 で な が 洋 ま 。 

オー プン し た 後 、 模 條 し て 参入 する 店 は あり そう か 等 (「 新 規 参 入 業 者 」 
一 新規 参入 の 田 威 一 ) 、 サ ンド イッ チ の 食材 と な る 、 有 機 の レタ ス 、 ト マト を 
買い 付け る 業者 は 、 ど こ か 等 (「 供 給 業 者 」 一 売り 手 の 交渉 カー) 、 店 
開 こう と し て いる 付近 の 住民 の 年 収 は 、 ど れ く らい か 等 「 買 い 手 」 一 買い 手 
の 交渉 カー) 、 有 機 食 材 を ベー ス と し た 小売 の 数 、 あ る い は 、 サ ンド イッ チ 
店 、 パ ン 屋 の 数 は 、 ど れ く らい ある の か 等 (「 代 共 品 」 一 代 共 製 品 ・ サ ー ビ 
ス の 償 威 一 ) 、 店 を 開 こ うと し て いる 周辺 の サン ドイ ッ チ 店 は 、 ど れ く らい ある 
の か 等 、(「 競 争 業者 」 一 業者 間 の 敵対 関係 一 )、 等 を 検討 する 必要 が あ 
り ま すず 。 

次 大 「Cafe を 併設 し た エス テテ ィ ッ クサ ロン を 開く 」 と いっ た ケー ス を 考 え 
みみ ま し よう 。 
まず 「 新 規 参 入 業 者 」 に つい て 考え る の で す が 、 あ な た の 開い た エス テ が 
好評 だ っ た 場合 、 ホ テル や マッ サー ジ 業 界 な ど 、 開 業 す る 当初 は 新規 参 
入 を 考え て いな か っ た 業者 が 参入 を 決定 する こと も あり うる と いう こと で す 。 
次 に 「 供 給 業 者 」 で す が 、 エ ステ の 機器 、 オ イル 、 さ ら に は 、 タ オル の 維 続 
的 な 確保 も や 考え な く て は な り ま せん 。「 買 い 手 」 に つい て は 、 開 業 し た い 地 
域 の 住民 の 年 収 な ど と いっ た 属性 の 他 、 美 容 に 関心 が ある 世代 が どれ だ 
け 住 ん で いる か 、 今 後 そ の 数 が どう 推移 し て いく か な ども 重要 でしょ う 。 

「 代 奉 品 」 と し て は 、 エ ステ サロ ン と は 違っ た 方 法 で 美容 効果 を 売り に し 
て いる 美容 室 や スポ ー ツ ジム な どの 施設 の 動向 も 対象 に な っ て きま す 。 こ れ 
ら 4 つの 力 が 競争 力 に 影響 し 「 競 争 業 者 」 と の シェ ア 和 争い と な っ て いく の で 
Ws 

この よう に 、“"5 つの カ "フレ ー ム ワー ク で 分 析 する こと は 、 そ の 業界 の 将来 
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を 考 える こと に も 役立ち ます 。 

この 5 つの カラ レー スワ ウー ンク を 全て ば 、 ド ビン ネス テイ ディ ア を 掲 め て いる 
段階 の 起業 家 の 皆 さん に と っ て も 、「 新 規 参 入 業 者 」「 供 給 業 者 」「 買 い 
手 」「 代 奉 品 」「 競 争 業者 」 と いう 5 つの キー ワー ド を 頼り に 、 起 業 し よう と 
検討 し て いる 業界 の 魅力 度 を 分 析 する こと が 出 来る で し ょ う 。 


図 2ー1 5 つの 競争 要因 


新規 参入 の 償 威 


出所 :Porter Michael BE. (1980) Competitive Strategy: Techniques 
for Analyzing Industries andCompetitors, New York : N.Y., The Free 
Press.( 土 岐 埋 , 中 辻 萬 治 , 服 部 則 夫 訳 『 競 争 の 戦略 』 ダ イヤ モン ド 社 , 
1982 年 )、 邦 訳 18 頁 。 


5 経営 資源 一 「 人 の 和 」 は 、 十 分 で すか ? 一 

最後 は 、「 経 営 資源 一 人 の 和 一 」 の 分 析 で す 。「 経 営 資源 」 と は 、 起 業 
家 の 皆 さん が 持つ 、 ヒ ト ・ モ ノ ・ カ ネ と いっ た 経営 を 行っ て いく 上 で 必要 な 
“資源 "の こと で す 。 特 に 、 競 争 相 手 が 持 っ てい ない 独自 性 ある 経営 資源 
は 。 ツジ キス を 行う 上 で 、 天 き な 力 と な り ま す 。 
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た だ 、 そ の 経営 資源 は 、 起 業 家 の 皆さん の ビジ ネス アイ ディ ア を 行っ て い 
く JE GS、 と かる や も の で か ササ れ ば な り ま せん 。 うし た 分 本 や を 生 リク ツー ルル と し で 、 
“価値 連鎖 (バリ ュー チェ ー ン ) "フレ ー ム ワー ク が あり ます *。“ 価 値 連 鎖 ” フ 
レー ム ワ ー ク は 、 起 業 家 の 皆さん の ビジ ネス アイ ディ ア に つい て 実際 に ビジ ネ 
ス の 流れ を 考え る 助 け と な り ま す 。 

図 2 一 2 を ご 覧 くだ さい 。 一 般 的 に 会 社 は 、 購 買物 流 、 製 造 、 出 荷物 
流 、 販 売 ・ マ ー ケ ティ ング 、 サ ービス と いう 主 活 動 と 全社 管理 、 人 事 ・ 労 
務 、 技 術 開 発 、 調 達 活動 等 の 支援 活動 が あり ます 。 こ れ ら が 有機 的 に つ 
な が っ て 利益 を 生み 出す 仕組 み が 作 られ て いる の で す が 、 こ れ を 「 価 値 連 
鎖 」 と いい ます 。 同 一 業界 に お ける 会 社 は 、 皆 一 見 似 た よう な 特徴 を 持つ 
と は いえ 、 個 別 企業 ご と の 価値 連鎖 は 、 実 は 和 違う 場合 が 多い も の で す 。“ 価 
値 連 鎖 " フ レー ム ワ ー ク は 、 ビ ジネス を 、 価 値 の 連鎖 と 所 えて 、 そ の それ ぞ れ 
の 活動 を 同業 他社 と 比較 し ます 。 そ れ に よっ て 、 そ の 企業 の 強み 、 弱 み が 、 
どこ に ある の か が 、 よ くわ か る と いう も の で す 。 


『 


TT | 


* Porter Michael E.(198$) Competitive Advantage, New York, The 
Free Press( 土 岐 理 , 中 辻 高 治 , 小 野寺 武夫 訳 『 競 争 優位 の 戦略 』 ダ イヤ 
モン ド 和 社 , 1983 年 ). 
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図 2 一 2 価値 連鎖 の 基本 形 


全般 管理 (イン フラ スト ラク チュ ア ) 
| 人 事 ・ 労 区 管理 
[ | 技術 開 発 


連 部 薄 当 


調達 活動 


主 活動 
出所 Porter Michael BE. (1985)Competitive Advantage, New York, 
The Free Press( 土 岐 電 , 中 辻 高 治 , 小 野寺 武夫 訳 競 争 優 位 の 戦略 』 


ダイ ヤ モ ン ド 社 , 1985 年 )、 邦 訳 49 頁 . 


ビジ ネス アイ ディ ア を 温め て いる 段階 の 起業 家 の 皆 さん に と っ て 、 こ こま で 
の 詳細 な 価値 連鎖 フレ ー ム ワー クタ 分 析 が 、 す ぐに 必要 と いう わけ で は あり ま 
せん 。 た だ 、 自 ら の 温め る ビジ ネス アイ ディ ア の “価値 連鎖 "に つい て 、 製 造 
業 で あれ ば 、 侍 入れ 、 マ ー ケ ディ ング 、 ア フタ ー サ ービス と いっ た 洋 れ を 書き 
出し 、 そ の それ ぞ れ の 活動 を イメ ー ジ する こと で 、 そ れ ぞ れ の 段階 に お ける 自 
社 の 「 強 み 」「 弱 み 」 を 検討 する こと は 、 有 効 で し ょ う ( 図 2 一 3 参照 )。 
価値 連鎖 の 流れ は 、 業 種 に よっ て 異な り ま す 。 た と えば 、 凍結 0 
原料 仁 入 れ > 製造 > 販売 シマ ー ケ ティ ング > アフ ター サー ビス 等 と な る で 
し よう し 。 ト 売 で あれ ほぼ 、 住 大 れ う 販売 マー ケティング アフ ター サー ビラ 
と な り ま す 。 サ ービス 業 (ソフ トウ ェ ア 開 発 ) で あれ ば 、 企 画 > 営 業 > 設計 
> 見 積 > 受 注 > 開 発 > 販 売 ラ メン テ ナ ン ス いっ た 具合 で す 。 
皆さん の ビジ ネス アイ アイ ディ ア に つい て 、 価 値 連 鎖 を 分 析 し 、 下 図 の 
(1. )(2.  )(3.  )(4.  ) の ビジ ネス の 流れ を 順 に 入 れ て み ま し ょ う 。 
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図 2 一 3 科 単 な 価値 連鎖 イメ ー ジ 例 


レー 
に ] 
ロ 

ュー 


出所 Porter(1985) を も と に 、 著 者 作成 。 


この 業界 の 流れ の 中 で 自分 が 起こ そう と し て いる 会 社 が 、 図 の どこ の 部 分 を 
担っ て いく の か 、 そ し て その 部 分 の 「 強 み 」 は な ん な の か を 考え る 必要 が あり 
ます 。 た と えば 、 ア パレ ル 業 で あれ ば 、 開 発 部 分 で 斬新 な デザ イン で ある 、 
調達 ・ 生 産 を し て いく うえ で 低 コ スト を 実現 で きる 、 マ ー ケ ティ ング で は ブラ ン 
ド 戦 略 を 意識 し た うえ で の 品 揃 え を 可能 に する 、 自 前 の 物流 網 を 利用 で き 
る 、 ネット を 通じ て 大 量販 売 を 行え る 、 な ど 競 合 相手 と 比較 し て 有利 な 点 を 
強 み と 考え 戦略 を 立て られ ます 。 

この より に 皆 きん の ビジ ネス デイ ディ ア を 、 パ リュ ー ザ チュ ェ ー ン を 用 いて 分 析 し て 
み ま し よう 。 

も う 1 つ 、 経 営 資源 を 検討 する フレ ー ム ワー ク を 紹介 し ます 。 それは 
VRIO と 呼 民 れ る フレ ー ム ワー ク で す 。 

経営 資源 に つい て 、 

① 経 済 価値 (Value) 

② 希 少 性 (Rarity) 

③ 模 僚 可 能 性 (Inimitability) 

④③ 組 織 (Organization) 

の 4 点 か ら 問 い 直 す 、 す な わ ち 、(⑪1) 価 値 は ある の か 、(2) 希 少 か 、 0 
條 で きる の か ? 又 、 そ の 模 條 コス ト は 大 きい の か 、(4) 組 織 体 制 は 、 適 切 
か 、 を 問う こと で 、 組 営 資 源 の 給 み を 考え よう と いう も の で す *。 それ ぞ れ の 英 
929 RA4 V・R・I・O か ら 、VRIO フレ ー ム ワー ク と 言 われ ます 。 

"価値 連鎖 "フレ ー ム ワー ク で 分 析 し た 皆さん の ビジ ネス アイ ディ ア の それ 
ぞ れ の 活動 段階 は 、 競 争 企業 と 比べ て 、 持 続 的 な 競争 上 の 優位 を 有 し て 
いる の か 、 ま た 、 競 争 劣 位 に ある の か 。 さらに は 、 競 争 上 、 優 位 で ある に し て 


$ 


Barney Jay B. (2002) Gaining and Sustaining Competitive 
Advantage, 2nd ed., Upper Saddle River, N.J.: Prentice 日 all. 
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も 、 そ の 優位 は 、 一 時 的 な も の と 想定 され る の か ? 

(1) 価 値 は ある の か 、(2) 希 少 か 、(3) 模 條 で きる の か ? その 模 條 コス ト は 
大 きい の か 、(4) 組 織 体制 は 、 適 切 か 、 と の 質問 を も と に 、 評 価 し て み ま し ょ 
2 


特に 、(3) 模 條 で きる の か ? その 模 條 コス ト は 大 きい の か 、 に つい て は 、 
これ まで 、 数 多く の ベン チャ ー 企 業 を 悩ま せ て きま し た 。 成 功 事業 は 、 
100%、 模 條 、 追 随 す る 企業 を 呼び こむ こと に な り ま す 。 こう し た 模 條 、 追 随 
者 に も 、 持 続 的 に 勝ち 抜け そう か ? ビジ ネス アイ ディ ア の 評価 の ポイ ント と 
な り ま す 。 


6 事業 性 評価 一 " 天 の 時 ”“ 地 の 利 "“ 人 の 和 ” の ベス トマ ッ チ ー 

様々 な 分 析 フ レー ム ワ ー ク を 駆使 し て 分 析 し た 「 外 部 環境 - 天 の 時 -」 
「 業 界 - 地 の 利 -」「 経 営 資源 - 人 の 和 一 」 に つい て 、 最 後 は 、 総 合 的 に 分 
析 し 、 よ り 成 功 確率 の 高い 、 事 業 性 の 高い 「③ 起 業 の 意思 決定 」 を し た い 
も の で す 。 
「 外 部 環境 - 天 の 時 -」「 業 界 - 地 の 利 -」「 経 営 資源 - 人 の 和 一 」 の そ 
れ ぞ れ を 総合 的 に 分 析 す る 基本 的 な フレ ー ム ワー ク と し て は 、「SWOT 分 析 
(SWOT analysis)」 と いう フレ ー ム ワー ク が あり ます 。SWOT 分 析 は 、1920 年 
代 か ら 、 ハ ー バ ー ド 大 学 (Haryvard University) の ビジ ネス クー ル に お いて 、 
使わ れ て いた と され て いま す 。 

SWOT 分 析 を 解説 する 古典 的 な 著書 Andrews(1971)?* に よる と 、 そ の ス 
テッ プ は 、 ま ず 、 内 的 な 要因 、 外 的 な 要因 に わけ て 、 分 析 が 行わ れ ま す 。 図 
の よう に 、 外 的 な 要因 に つい て は 、 経 済 、 技 術 、 自 然 、 政 治 、 社 会 、 コ ミュ 
ニテ ィ 、 国 家 、 世 界 等 か ら 得 られ る 環境 状況 と トレ ンド 分 析 を も と に 、 機 会 と 
リス ク を 分 析 し ます 。 一 方 、 内 的 な 要因 に つい て は 、 財 務 、 マ ネジ メン ト 、 組 
織 、 評 判 、 歴 史 等 か ら 得 られ る 独自 性 の ある 特有 の 能力 分 析 を も と に 、 強 
み 、 弱 み 等 、 企 業 の 資源 を 分 析 す る と 指摘 され て いま す 。 そ し て 、 最 後 に 、 
外 的 な 機会 と リス ク 、 内 的 な 企業 の 資源 の あら ゆる コン ビ ネ ー シ ョ ン を 検 討 
し 、 ベ スト マッ チ と な る 機会 と 資源 を 選択 する と の ステ ッ プ が 図示 され て いま 
ず ( 図 2 一 4)。 


? Andrews, Kenneth R. (1971), 7 ヵ e Cozcep7 o/ Co7po7G7e s7797egy.。 


Homewood., IL: Dow Jones-Irwin, p.50 
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これ を 、 こ れ ま で 説明 し た 「 外 部 - 天 の 時 -」「 業 界 - 地 の 利 -」「 経 
営 資源 - 人 の 和 一 」 分 析 と 統合 する こと に し まし ょ う 。 

起業 家 の 皆 さん に と っ て は 、「 外 部 環境 - 天 の 時 -」「 業 界 - 地 の 利 -」 で 
分 析 し た 「 償 威 (Threats) 」 で は な く 、「 機 会 (Opportunities) 」 と 、「 経 
営 資源 - 人 の 和 一 」 で 分 析 し た 「 弱 み (Weaknesses) 」 で は な く 、「 強 み 
(Strengths)」 が 結び 付く 、 ベ スト マッ チ が 、 皆 さん の ビジ ネス アイ ディ ア に お 
いて 、 最 も 成功 確率 の 高い 、 実 際 に 起業 すべ き ビ ジネス アイ ディ ア と いう こと 
区 な り ま ず 。 

も し 、 ベ スト マッ チ で は な いと 思わ れる 場合 は 、 別 の アイ ディ ア を 検討 、 あ る 
い は 、 ビ ツジ ネス ア イデ ィ ア の プラ ッシュ アッ ジ を 検討 すさ き で か が 。 こ の よう に 、 デ 
イデ ィ ア を 何 度 も 、 検 討 する こと に よっ て 、 必 ず 、 ベ スト マッ チ な 「 機 会 」 と 
「 強 み 」 が 見 つか る は ず で す 。 


決 
融 
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刀 2 一 4 戦略 の 策定 ステ ッ プ 


事 
半 
ざ 
秦 
漁 


外部 環境 ・ ト レン ド 
・ 経 済 


較 ム F DD 
痢 吉 呈 語 せ 


< 
ぐ HI ak 


HI 
3 

| 
ヾ 


周 ヾ \ 弟 寺 


漂 " 


機会 と リス ク 


| ゥ | 
中 凌 


すべ て の 組み 合わ せ 


選 


『 
1 


久 


機会 と 資源 の 
最も よい 組み 合わ せ 


出所 : Andrews, Kenneth R. (1971), 7 ヵ e Co ヵ cep7 o ア 7 の Corpo7g27@6 


sf7g7egy., Homewood., IL: Dow jones-Irwin, p.50 
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最後 に 、 こ こ で 、 京 都 大 学 経営 管理 大 学院 「 キ ャ リア 女性 の 再 チ ャ 
レン ジ = 起 業 を 支援 する 短期 集中 教育 プロ グラ ム ( 社 会 人 の 学び 直し = 
ズ 対 応 教 育 推 進 プ ログ ラム ) 」 の 受講 生 の 方 が 作成 し た SWOT 分 析 を 見 


あこ と 選 し ましょ りう 。 


ケー ス A 小学生 向け 英語 教室 に 関す る ビジ ネス 


い ) W 


希少 性 ・ 普 通 の 英会話 学校 と の 差別 化 少子 化 

日 本 人 の 弱点 を つく 自力 で で き な い (Native 講 師 必要 ) 
時 代 に マッ チ ノウ ハウ ・ メ ソ ッ ド の 不足 

継続 的 サー ビス (長期 的 ) 自身 の 経験 不足 

多様 性 英語 教育 : ス キル 教育 の 割合 不明 確 
自身 の 経験 子供 三 遠方 か ら は 通え な い 


女性 を 活か し た イン テリ ア で 若い お 母さん の と りこ み 
学校 ・ 家 庭 で は 学べ な いこ と 


O T 


業界 ( 赤 要 ) の 拡大 公 的 教育 機関 の 内 容 充実 

学校 法人 と の 取引 、 一 般 企 業 と の 取引 どれ だ け そ の 意識 が 浸透 する か ? 

タチ 化 = 子 供 へ の 投資 が 大 きく な る 小さ な 市 場 で どれ だ け Needs が ある の か ? 
言語 の 導入 


ケー ス B 高齢 者 の 生活 支援 に 関す る ビジ ネス 


強み (Strengths) 弱み (Weaknesses) 
・ 新 規 形態 で ある ・ 各 種 免許 制度 と の 折り 合い 
・ 個 人 ベー ス の 営業 を 基本 と する の で 、 初 期 投資 が 少 ・ 業 務 の 効率 的 な 派生 化 (どこ まで を 自分 で や る か ) 
な く 済む ・ 料 金 体系 の 作成 (妥当 性 の ある 料金 ポイ ント ) 
・ 情 報 収 集 力 * 契 約 の 形態 
・ 人 脈 ・ 新 業種 で ある た め の PR が 未成 熱 
・One Stop で easy to access ・PR の 方 法 が 限ら れ て いる : ネ ッ ト に 頼れ な い プ ロコ ミ が 必要 


・ 男 性 マー ケッ ト に 浸透 し づら い 


機会 (Opportunities) 夏 威 (Threats) 
・ 高 齢 化 社 会 に より 、 潜 在 顧 客 の 数 は 上 昇 する ・ 景 気 の 低 迷 に より 、 老 齢 低 所 得 世帯 も 増加 する 
・ 一 世帯 あたり の 子ども の 数 も 減少 し て お り 、 老 人 を ・ 異 業種 か ら の 拡大 参入 
ケア する 介護 対象 者 が 相対 的 に 減少 する ・ 第 三 者 を 介入 させ た が ら な い 家 風 
・ 家 族 制 度 の 様態 変化 に より 、 老 後 の 世 話 を 子ども ・ サ ービス を 有償 で 使う こと に た め ら い が ち な 国民 性 


に 頼ら な い 比率 が 増し て いる 

・ 長 寿 、 延 命 化 の 影響 で 「 老 後 」 の 時 間 が 長く な る 

・ 行 政 の 対応 が 遅れ が ちな の で 民間 に 頼ら ざる を 得 
な い 
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クン: 才 の 中 国 で の 


日 本 企業 向け 人 材 育 成文 援 ビ ジネス 


強み (Strength) 
異 文化 間 コ ミュ ニケ ーション 教育 の プロ フェ ッ シ ョ ナル 
学ぶ こと の 喜び を 与え 続け られ る 
つ 中 国人 の 学び に 対す る 姿勢 に 応じ た 教育 か が で きる 
英語 コミ ュ ニ ケー ショ ン 能 カカ 
中 国人 の 考え 方 を ある 程度 理解 し て いる 
(香港 ) で の 7 年 に 渡る 実体 験 
ネイ ティ ブ の 日 本 人 で ある 
ダイ レク トメ ソ ッ ド ( 直 説 法 ) を 元 に し た 語学 教育 が で きる 
ー 日 本 語 レ ベル に 応じ た 教育 が で きる 
・ ネ ットワーク (人 脈 ) の 構築 


中 国 


・ 中 国語 (標準 語 ) で の 会 話 能力 


弱み (Weakness) 
つ 初級 
通訳 を 介し て の 研修 に な る か ? 


・ 場 所 の 絞込み が で き て いな い (人 日 18 億 の 大 国 の どこ に 絞る か ) 


先駆 者 (e.g. 現 地 人 材 派遣 業者 ) と の 差別 化 (セー ルス ポイ ント ) 
ネッ トワ ー ク 以外 の ビジ ネス 拡大 の 方 法 の 模索 


機会 (Opportunities) 
・ 市 場 性 : 中 国 マ ー ケ ッ ト の 大 き な 可 能 性 
日 系 企業 の 現地 の 人 材 教 育 の 必要 性 の 拡大 


将来 性 : (現在 ) 日 系 企業 へ の 就職 希望 者 の 増加 傾向 
! 
介護 士 育 成 事業 へ の 参入 


威 (Treats) 
古参 企業 と の 摩擦 
よい も の が コピ ー さ れる 
ー 知 的 財産 が 保護 され て いな い 
マー ケッ ト の 絞込み が で き な く な る 可能 性 
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7 終わ り に 

本 章 で は 、 ま ず 、 ビ ジネス アイ ディ ア の 事業 性 評価 の 視点 に つい て 、 説 
明 し た 上 で 、「 外 部 環境 - 天 の 時 -」「 業 界 - 地 の 利 -」「 経 営 資源 - 人 の 
和 一 」 の 3 つの 視点 か ら 、 起 業 家 の 皆さん の ビジ ネス アイ ディ ア を 分 析 す る 
た め の 基 本 的 知識 、 フ レー ム ワ ー ク に つい て 説 明 し まし た 。 

「 外 部 環境 - 天 の 時 -」 に つい て は 、“ イ ノ ベ ー シ ョ ン の た め の 7 つの 源泉 ”、 
[業界 -- 地 の 利 =」 で は 、 ぐ 5 つの カ "分析 ク レー ム ワ ー ク 、「[ 営 資源 - 人 の 
和 一 」 で は 、“ 価 値 連 鎖 " フ レー ム ワ ー ク 、“VRIO" フ レー ム ワ ー ク 、 等 を 説明 
CV ま 90 

その 上 で 、 こ うし た 「 外 部 環境 - 天 の 時 -」「 業 界 - 地 の 利 -」「 経 営 資源 
- 人 の 和 一 」 の 分 析 、 評 価 を も と に 、 そ れ ぞ れ の ビジ ネス アイ ディ ア が 、 ど の 
程度 、 事 業 性 が ある の か を 、 最 終 的 に 評価 する 手法 と し て 、SWOT 分析 に 
つい て 説明 し まし た 。 

こう し た 分 析 フ レー ム ワ ー ク を 駆使 し 、 且 、 皆 さん の 知識 を フル に 活用 し 
て 、 起 業 家 の 皆さん は 、 数 ある ビジ ネス アイ ディ ア か ら 、 実 際 に 起業 すべ べき 
NES2 ス アイ ディア タ 電 所 れろ の 誠 が あり まま 

と る ドリ デ の 経 少 学者 の ヨー ドア デー ロイ スー ショ ン ペ ペー ター( リ ege ゃ 
h Alois Schumpeter) は , 経済 活動 に お いて 旧 方 式 か ら 飛 躍 し 
て 新 方 式 を 導入 する こと を 「 新 結合 」 と 呼ぶ と 共に 、 イ ノ ベ ー シ ョ ン を 実現 
する 者 を 、 起 業 家 (アン トレ プレ ナー: Entrepreneur) と 呼び 、 新 た な 
ビジ ネス を 創造 する 主体 と し て 、 新 た な ビジ ネス を 立ち 上 げた いと する 皆さん 
の よう な 起業 家 の 経 済 に お ける 役割 を 高く 評価 し て いま す 『。 

赴 非 、 皆 さん の ビジ ネス アイ ディ ア に お いて 、 最 も 成功 確率 の 高い 、 実 際 
区 坦 業 すず す 人 でき ビジ ネス アイ ディ ア を 選 羽 し 、 プ ラッ シュ アッ ン する こと で 、 直 業 
家 と し て 、 停 滞 す る 日 本 経済 の 活性 化 に 頁 献 し て いた だ けれ ば と 思い ま 
2 
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